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グループ５ 燃焼およびエンジン構造による放射音低減法の開発

クラスター大学(14) 放射音制御によるPCCI燃焼領域拡大

研究の目的と位置付け 研究の方法

主な成果

今後の展開

から

研究目的・期待される成果
CO2 30％低減目標達成に必要な期間短縮PCCI燃焼実現時に予想される騒音レベル増に対する騒音低減コンセプト

を構造的手法・燃焼的手法の連携により提案

研究手法
・内部伝達系振動数移動により，

二段燃焼逆位相消音効果促進・

同位相増音効果抑制（山口大）

・上下分配燃焼室＆二段燃焼による

騒音・熱効率の同時改善（北大）

→グループ４へも展開

北大の燃焼面からの対策と山口大の騒音発生モデルに
基づく構造面からの対策との相乗効果提案に向けた準備

・内部伝達系振動数移動の効果確認
・二段逆位相燃焼との相乗効果確認
・騒音発生モデルの改良・多気筒機関への展開
・モデルに基づく騒音抑制策の立案・検証

・Point 3 (2000rpm, IMEP=700kPa)でのベース燃焼，
北大提案前二段燃焼実施．筒内圧，騒音計測
・プロパン／空気混合気の単一爆発による筒内加振．
筒内圧，コンロッド振動加速度，騒音計測．音源可視化．

SIP Point 3ベース燃焼
（山口大再現）

北大提案前２段燃焼
（山口大再現）

単一爆発加振時の筒内圧力－コンロッド振動間
の伝達関数
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